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頁 
行および 

式番号 
誤 正 

850, 

851, 

852 

物理的解釈 λ＝kT/σp λ＝kT/√2σp 

892 
自習問題 

20C・1 ↓5 
 薬剤分子が失われる速度定数はいくらか． 薬剤分子が失われる速度定数（1 次）はいくらか． 

911 (20F・15)式 kr＝kp ( f ki
 kt)－1/2 kr＝1/2 kp ( f ki

 kt)－1/2 

916 
自習問題 

20G・3 答 
 4.3×107 s－1 

957 
左段本文 

↓10 
 (20D・2)式， (20D・3)式， 

847 
右段 

上の式 
(1.0 × 103 K m－1)  (-1.0 × 103 K m－1) 

852 

右段 

下方自習す

ぐ上 

1 J m－1  1 J m－3 

855 
右段一つ目

の式 
(E2/R)  (Ea/R) 

859 19B・14ｂ式 z(u+ + u-)F  z(u+ν+ + u-ν-)F 

863 
（19C・5）の

下 
トピック 19A  トピック 19B 

865 
自習問題 

19C・3 答 
－(D/λ2)c  (D/λ2)c 

886 
t1/2 = の式 

分母 
3.6×104  3.6×10－4 

 t1/2 = の式 右辺 1.9×10－5  1.9×103 

 
τ  = の式 

分母 
3.6×104  3.6×10－4 

 τ = の式 右辺 2.8×10－5  2.8×103 

888 
自習問題 

20B・2 答 
5.1×103  6.2×103 

888 
自習 20B・2

答 
2.1×103  2.6×103 

888 
右段 

↓8 行目 
部分積分法  部分分数法 

（緑字 2023 年 2 月更新） 



919 
図 20G・3  

横軸 
振動数，ν  波長，nm 

 
自習 20G・5

答 
7.1  7.8 

924 

具体例 

20H・1 

7 行目式 

分母 

2.3×10－9 mol dm－3  0.01 mol dm－3 

 
自習 

20H・2 答 
η＝7.9×106 dm3 mol－1 s－1 η＝3.69×106 dm3 mol－1 s－1 

926 解答 表 [In]＝0 の一番下 7.94  8.62 

930 
20B・6  

3 行目 
A の濃度が  B の濃度が 

944 
右段根拠の

すぐ上 
(20F・8)  (20F・1c) 

954 

左段上から

3，4 個 

目の式 

q  q‡ 

 
（21C・8）の

右辺    

545 
自習問題 

12E・2 

C6H6の基準振動モードが赤外活性でないことを同

定せよ． 
C6H6の赤外活性でない基準振動モードを見いだせ． 

683 15E・8ｂ式 右辺第 2 項  Nk ln 
𝑞

𝑁
 ln 

𝑞𝑒

𝑁
 

683 
右段赤ケイ

すぐ上 
(15E･8b) 式に近いかたちを与える． (15E･8b) 式そのものとなる． 

888 
自習問題 

20B・2 答 
t1/2(A) = 5.1×103 s, t1/2(B) = 2.1×103 s t1/2(A) = 6.2×103 s, t1/2(B) = 2.6×103 s 

930 

応用問題 

20B・6 

3 行目 

1 時間後，A の濃度が 0.010 mol dm－3まで減少し

た． 
1 時間後，B の濃度が 0.010 mol dm－3まで減少した． 

 

 


